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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 28日 (2005.12.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 　 　 【 請 求 項 １ 】 　 表 面 の い ず れ の と こ ろ で も 一 方 の 電 極 と し て 働 く 板 状 電 極 と こ の
板 状 電 極 上 で 移 動 し 他 方 の 電 極 と し て 働 く 溶 接 チ ッ プ か ら 成 る 棒 状 電 極 と 被 溶 接 材
を は さ 溶 接 す る 、 こ の 溶 接 時 の 通 電 中 又 は 通 電 に 先 立 っ て 前 記 棒 状
電 極 の 周 囲 か ら シ － ル ド ガ ス を 吹 出 し 、 こ の シ － ル ド ガ ス に よ り 前 記 被 溶 接 材 の

溶 接 す る こ と を 特 徴 と す る ス ポ ッ ト 抵 抗 溶 接 法 。
　 　 　 　 【 請 求 項 ２ 】 　

　 　 　 　 【 請 求 項 ３ 】 　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ７ ６ 】 　 　 【 発 明 の 効 果 】 　 以 上 詳 し く の べ た と お り 、 本 発 明 法 は 板 状 電 極
と こ の 板 状 電 極 上 で 移 動 で き る 棒 状 電 極 の 溶 接 チ ッ プ と を 用 い 、 こ れ ら 電 極 間 に よ り 重 ね
合 わ せ た 被 溶 接 材 を は さ み 通 電 し て 、 重 ね 合 わ さ れ た 接 合 面 に 発 生 す る 抵 抗 発 熱 に よ り 接
合 面 を 局 部 的 に 溶 融 し て 溶 接 す る 方 法 で あ っ て 、 こ の 方 法 に お け る 溶 接 時 の 通 電 中 又 は 通
電 に 先 立 っ て 棒 状 電 極 の 溶 接 チ ッ プ の 周 囲 か ら シ － ル ド ガ ス を 下 向 き に 吹 出 し

溶 接 す る 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
こ の 方 法 で あ る か ら 、 ス テ ン レ ス 鋼 板 な ど で も 十 分 に ナ ゲ ッ ト を 発 達 さ せ て 溶 接 で き 、 板
状 電 極 の 使 用 に 起 因 す る 分 流 等 の 問 題 も 最 小 限 に お さ え る こ と が で き 、 さ ら に 、 生 成 し た
ナ ゲ ッ ト 表 面 も 黄 変 な ど の 表 面 欠 陥 が 生 じ る こ と が な

の 間 に
ん で ス ポ ッ ト 抵 抗 際 に

溶 接 部 の
周 辺 を 冷 却 し な が ら

溶 接 通 電 終 了 後 所 定 時 間 に わ た り 前 記 シ － ル ド ガ ス を 吹 出 し 前 記
被 溶 接 材 の 溶 接 部 の 周 辺 を 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス ポ ッ ト 抵 抗 溶 接 法
。

前 記 シ － ル ド ガ ス を ０ ． ８ ～ ６ ． ０ Ｌ ／ 分 の 流 量 で 吹 出 す こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ス ポ ッ ト 抵 抗 溶 接 法 。

被 溶 接 材 の
溶 接 部 の 周 辺 を 冷 却 し な が ら

く 、 ナ ゲ ッ ト の 周 辺 に 生 成 す る 熱 影
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響 部 を 最 小 限 に お さ え る こ と が で き る 。
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